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◇組織概要

（１） 名称及び代表者名

株式会社　品山組
代表取締役社長　品山 昌美

（２） 所在地

本　　　社 徳島県徳島市応神町東貞方字西川淵２２－３
資材倉庫 同上

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

　　 環境管理責任者 土木部長　 TEL：０８８－６４１－００３８

　　 担当者 総務部 TEL：０８８－６４１－００３８

（４） 事業内容

・建設業  徳島県知事許可 （特－０１） 第６０１号
 令和　２年　１月２０日
 令和　２年　１月２０日から令和　７年　１月１９日まで
 土木工事業、とび・土工工事業、舗装工事業、水道施設工事業

（５） 事業規模

売上高 ４１２百万円

本社 資材倉庫
１６名 無人

１９９．８８㎡ ８２３．６５㎡

（６） 事業年度 ４月～３月

◇認証・登録の対象組織及び活動

認証・登録事業者名： 株式会社　品山組

対象事業所： 本　　　社
資材倉庫

事業活動範囲： 全組織、全活動を対象とする

３．環境に関する苦情等の受付窓口

担当者 総務部

１．組 織 の 概 要

延べ床面積
従業員数

許 可 番 号
許 可 年 月 日
許可の有効期限
建 設 業 の 種 類

TEL：０８８－６４１－００３８
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実施体制図及び役割・責任・権限表

（本社）

・試行、訓練を実施、記録の作成

現場責任者
・環境配慮施工の実施

・特定された項目の手順書作成及び運用管理

部門長

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

全従業員

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門における環境経営システムの実施
・自部門における環境経営方針の周知

・環境経営目標、環境経営計画原案の作成

・環境経営レポートの確認
環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21の事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境関連法規等取りまとめ表の作成
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境活動の実績集計

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標、環境経営計画を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・経営における課題とチャンスの明確化

従業員

建設現場

役割・責任・権限
代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境管理責任者を任命

２．実 施 体 制

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

総務部長 土木部長

現場責任者

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

下請等の協力会社

環境事務局

推進委員 推進委員 推進委員

代表者

環境管理
責任者

管理部長

・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
・担当工事に於ける環境経営システムの実施

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
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◇基本理念

◇行動指針

１．私たちは、次のことについて重点的に取り組みます。

1)人類共通の環境問題“地球温暖化”防止のため、事業活動に使用する化石燃料等

　（軽油、ガソリン、灯油、電力）の省エネルギー化を推進し、二酸化炭素排出量

　を削減します。

2)廃棄物の３Ｒ（減量、再使用、再生利用）を推進します。

3)水資源の使用量を削減します。

4)環境基本法の精神に基づき、持続可能な経済社会の構築のため、物を購入・調達

　する際に省資源、省エネ、安全性等環境への配慮を行います。（グリーン購入）

5)事業活動を通して環境負荷の削減や環境保全に繋がる建設・設備の提案（エコ提

　案）を行います。

6)CCUSと連携し、社内の重要な資源である“人財”のスキルアップに注力すること

  により受注機会の拡大を図るとともに、社員のキャリアアップや人材投資等への

　好循環を生み出し、担い手の確保へと繋げて行きます。

7)環境経営方針を全社員及び協力会社に周知するとともに社外からの要求に対して

　公開します。

 ます。

２．私たちは、環境に関連して適用される法令、及び、その他の同意する要求事項を遵守します。

３．環 境 経 営 方 針

　　これらについて環境経営目標、環境経営計画を定め、定期的に見直しを行い、継続的改善に努め

一．人類は文明の進化と引換えに私達が暮らす地球に様々な環境問題を
残しており、環境に対する正しいビジョンを持つことがこれからの地球
環境にとって最も重要となります。私達は、様々な事業活動の場面にお
いて常に環境に与える影響を強く認識し、社外の方から“環境と調和
し、地域社会に貢献する企業”と認められるよう自覚と責任を持ち、自
主的かつ積極的に環境配慮への取組を推進します。

二．持続可能な社会に貢献する“サスティナブル経営”を行うため、
ミッションを掲げて変化を指向し、創出し続けることにより競争優位を
築き、更なる企業価値の創造へと繋げて行きます。

株式会社　品山組

2020年 5月18日

代表取締役　品山 昌美

この環境経営方針を全ての従業員に周知します。
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◇主な環境負荷の実績

※二酸化炭素排出量の基準値は、2017年度実績 電力の排出係数 0.529(kg-CO2／kWh)

◇環境経営目標及びその実績
2022年度
目標と実績（2022.4～2023.3)

※評価欄にて「 ○：達成（100%以上）、△：概ね達成（90%以上）、×：未達成（90％未満）」

４．環境経営目標及びその実績と評価
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◇取組結果の評価（総括）

産
業
廃
棄
物
排
出
量

項目

一般廃棄物（コピー用紙）の削減（基準年度の5%減） ⇒ ○
社員の意識定着により目標を達成出来た。裏紙活用の徹底やペーパーレス化の促進、公共工事における受発
注者間情報共有システムの運用や電子媒体による検査の実施等が削減に繋がったと思われる。なお、ペー
パーレス化については、今後も更に推進して行く

二
酸
化
炭
素
排
出
量

燃料使用量の削減（基準年度の5%減） ⇒ ×
目標を達成できなかった。事務所・現場ともに日常の取組については概ね達成できているが、受注工事の施工
内容等で重機土工の比率が上がったことや、社用車の台数増加等に伴い燃料消費量が大幅に増えたことが主
な要因である。工事内容が直接の要因であり、取組内容に問題があった訳ではないので、取組内容の見直し
や強化は行わないが、今後の数値推移には注視して行く。

取組結果の評価（総括）

電力使用量の削減（基準年度の5%減） ⇒ ×
目標を達成できなかった。事務所・現場ともに日常の取組については概ね達成できているが、新型コロナウィル
ス感染防止対策の一環として、定期的に室内換気を行いながらエアコンを稼働させていたことや受注工事の施
工内容等により電力使用量が増加したこと。また、公共工事において現場環境の改善等（快適化等）の義務化
により、作業員休憩所にエアコンを設置したこと等が主な要因である。未達成の原因が明確であり、取組内容に
問題があった訳では無いので、取組計画の強化や見直しは行わず、次年度以降も継続して取組んで行くことと
する。なお、各現場においては引き続き電力使用量を出来る限り低減させられるよう、創意工夫や提案を積極
的に行って行く。

グリーン購入の推進（基準年度の5件増） ⇒ ○

社員のスキルアップ（年12件） ⇒ ○

産業廃棄物の削減（基準年度の5%減） ⇒ △
目標をやや達成できた。日常の取組については達成できているが、受注工事の施工内容等により産業廃棄物
の処理数量が従来より多かったことが未達成の主な要因である。工事内容が直接要因であり、取組自体に問題
があった訳ではないので、取組内容の見直しや強化は行わないが、今後の数値推移には注視して行く。

水使用量の削減（基準年度の5%減） ⇒ ×
目標を達成できなかった。日常の取組については事務所・現場とも概ね達成できているが、新型コロナウィルス
感染防止対策の一環として、こまめな手洗いを義務づけたこと。また、社用車の増加に伴い洗車頻度が多く
なったこと等によって使用量が一時的に増えたことが主な要因である。なお、未達成の原因が明確であるため、
取組計画の強化や見直しは行わず、次年度以降も継続して取組んで行く。

社員の意識向上により目標が達成できた。環境への負荷の少ない資材の提案及び女性従事者等への配慮に
ついては現場条件等により該当する工事が無かったが、環境型建設機械の選定や使用、周辺環境に配慮した
施工等は概ね実施できた。次年度以降も継続して取組んで行く。

ス
キ
ル
ア

ッ
プ

社員のキャリアアップへの意識や意欲の向上により目標が達成できた。また、次年度には若手社員１名が国家
資格取得のため受験予定で、積極的な資格の取得や各種講習の受講等によって着実に人材育成ができてき
ている。今後も継続して社員のスキルアップに取組んで行く。

社会貢献活動（年6回） ⇒ ○

水
使
用
量

社
会
貢
献

グ
リ
ー

ン
購
入

グリーン購入の推進（基準年度の5品増） ⇒ ○
社員の意識向上により目標が達成できた。現場事務所等で使用する事務用品や日用品等についても本社で
一括購入したエコマーク商品を優先使用した。次年度以降も更に推進して取組んで行く。

エ
コ
提
案

目標が達成できた。次年度以降も継続し、目標以上の活動が実施できるよう積極的に取組んで行く。
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◇数値目標及び実績のグラフ

CO2排出総量推移（t-CO2）

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

目標 135.11 133.73 132.36 130.98 129.60 128.22 126.84 

実績 137.87 121.65 133.73 139.16 174.39 

2017年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

一般廃棄物排出総量（ｔ）

0.000
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0.100
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目標 0.141 0.140 0.138 0.137 0.135 0.134 0.132 

実績 0.144 0.137 0.137 0.137 0.136 

2017年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

産業廃棄物排出総量（ｔ）
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200.00
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1200.00

目標 952.41 942.69 932.98 923.26 913.54 903.82 894.10 

実績 971.85 199.93 96.96 53.15 988.98 

2017年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

水使用量（m3）
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目標 156.3 154.7 153.1 151.5 149.9 148.3 146.7 

実績 159.5 147.0 155.0 176.0 178.0 
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◇環境経営計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容
（1/2）

春期 夏期 秋期 冬期 通年

－ ○ － － △ 取組継続

－ － － ○ ○ 取組継続

○ ○ ○ ○ △ 取組継続

－ － － － ○ 取組継続

○ ○ ○ ○ ○ 取組継続

○ ○ ○ ○ ○ 取組継続

－ ○ － ○ ○ 取組継続

○ ○ ○ ○ ○ 取組継続

○ ○ ○ ○ ○ 取組継続

○ ○ ○ ○ ○ 取組継続

○ ○ ○ ○ ○ 取組継続

○ ○ ○ ○ ○ 取組継続

○ ○ ○ ○ ○ 取組継続

○ ○ ○ ○ ○ 取組継続

○ ○ ○ ○ ○ 取組継続

○ ○ ○ ○ ○ 取組継続

○ ○ ○ ○ ○ 取組継続

○ ○ ○ ○ ○ 取組継続

○ ○ ○ ○ ○ 取組継続

○ － ○ ○ ○ 取組継続

○ ○ ○ ○ ○ 取組継続

○ － ○ ○ ○ 取組継続

○ ○ ○ ○ ○ 取組継続

○ ○ ○ ○ ○ 取組継続

○ ○ ○ ○ ○ 取組継続

・使用していない部屋の空調は停止する

・冬期エアコン20℃（開始時期を極力遅らす）

・情報公開文書は裏紙を使用する

・建設機械等の作業で過剰な負荷を掛けない

・過積載が行われないよう徹底管理する

・年二回エアコン清掃

・建設機械等のアイドリングストップを行う

・自動車タイヤの空気圧チェック

・エコドライブ10の励行

・プレビュー徹底（プリントミス低減）

産業廃棄物（総量）の削減（基準年度の5%減）

・情報共有システム活用の推進

・マニフェストによる廃棄物の適正処理

・仮設資材等再利用の推進

・廃棄物の分別徹底と再資源化の推進

５．環境経営計画の取組結果と評価、次年度の取組内容

電力使用量（基準年度の5%減）

次年度の
取組内容

実施責任者

・夏期エアコン28℃（開始時期を極力遅らす）

取組計画

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

・適正な車両・建設機械の点検・整備

・使っていないコンセントは抜いておく

・夜間・休日は、ＯＡ機器の主電源を切る

・クールビズ・ウォームビズの推奨

・材料発注時に正確な数値で拾い出しをする

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

一般廃棄物（コピー用紙）の削減（基準年度の5%減）

2022年度 ※評価

燃料使用量（基準年度の5%減）

総務部長

・極力用紙からＰＤＦに変更

・支障なき箇所には再利用を行う

・両面、集約等の機能を活用した印刷及びコピーを徹底する

・メール＆ファクスにて通達

・使用済み封筒を再利用する

総務部長
土木部長

総務部長

土木部長

※評価 ： ○：できた（100%以上）、△：概ねできた（90％以上）、×：できなかった（90％以下）
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（2/2）

春期 夏期 秋期 冬期 通年

○ ○ ○ ○ ○ 取組継続

○ ○ ○ ○ ○ 取組継続

○ ○ ○ ○ ○ 取組継続

－ － － ○ ○ 取組継続

－ － － － ○ 取組継続

○ ○ ○ ○ ○ 取組継続

○ ○ ○ ○ ○ 取組継続

－ － － － － 取組継続

－ － － － － 取組継続

－ ○ － － ○ 取組継続

－ － － － ○ 取組継続

－ － － － ○ 取組継続

－ － － － ○ 取組継続

－ － － － ○ 取組継続

－ － － － ○ 取組継続

－ － ○ － ○ 取組継続

・周辺環境に配慮した施工の実施

グリーン購入の推進（基準年度の5品増）

次年度の
取組内容

取組計画

・洗車等に使用するホースの先には、ストッパーを取り付ける

・女性従事者等への配慮

・環境への負荷の少ない資材の提案

エコ提案（基準年度の5件増）

・節水シールの貼付により啓発を行い、日常的な節水を励行する

・CPDSの受講及びユニットの取得

・技能講習・特別教育の受講及び資格の取得

・その他安全衛生講習等の受講

社員のスキルアップ（年12件）

・CCUSへの登録推進（事業者・技能者）

・資格・免許の取得

総務部長

土木部長

・徳島県ＯＵＲアドプト事業へ積極的に参加する

・環境配慮型建設機械の使用

・エコマーク商品を積極的に購入する

・間伐材を利用した製品を積極的に購入、使用する

水使用量の削減（基準年度の5%減）

・散水車に使用する水は、水路等から汲み上げる

2022年度 ※評価
実施責任者

総務部長

総務部長

土木部長

社会貢献活動（年6回）

・地域貢献活動を積極的に行う

※評価 ： ○：できた（100%以上）、△：概ねできた（90％以上）、×：できなかった（90％以下）
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作成日:2021/05/28
改訂日:2022/06/30

（全体） １．夏期エアコン28℃（開始時間を極力遅らす）

２．冬季エアコン20℃（開始時間を極力遅らす）

３．使用していない部屋の空調は停止する

４．年二回エアコン清掃

５．夜間・休日は、ＯＡ機器の主電源を切る

６．使っていないコンセントは抜いておく

７．クールビズ・ウォームビズの推奨

（全体） １．エコドライブ10の励行

２．適正な車両・建設機械の点検・整備

３．自動車タイヤの空気圧チェック

４．建設機械等のアイドリングストップを行う

５．建設機械等の作業は、過剰な負荷を掛けない

６．過積載が行われないよう徹底管理する

（事務所） １．極力用紙からＰＤＦに変更
２．プレビュー徹底（プリントミス低減）

３．情報公開文書は裏紙を使用する

４．メール＆ファックスにて通達

５．両面、集約等の機能を活用した印刷及びコ

ピーを徹底する

６．使用済み封筒を再利用する

７．情報共有システム活用の推進

（現場） １．材料発注時に正確な数値で拾い出しをする

２．マニフェストによる廃棄物の適正処理

３．支障なき箇所に再利用を行う

４．廃棄物の分別徹底と再資源化の推進

５．仮設資材等再利用の推進

（全体） １．節水シールの貼付により啓発を行い、日常

的な節水を励行する

２．洗車等に使用するホースの先には、ストッ

パーを取り付ける

３．散水車に使用する水は、水路等から汲み上げる

（全体） １．エコマーク商品を積極的に購入する

２．間伐材を利用した製品を積極的に購入、使用する

（現場） １．環境配慮型建設機械の使用

２．周辺環境に配慮した施工の実施

３．環境への負荷の少ない資材の提案

４．女性従事者等への配慮

（事務所） １．CCUSへの登録推進（事業者・技能者）
２．資格・免許の取得

３．CPDSの受講及びユニットの取得

４．技能講習・特別教育の受講及び資格の取得

５．その他安全衛生講習等の受講

（全体） １．徳島県ＯＵＲアドプト事業へ積極的に参加する

２．地域貢献活動を積極的に行う

3 1 1 3 3 2 2 6

１０．国内及
び国家間の
格差を是正
する

１１．都市と
人間の居住
地を包摂
的、安全、
強靱かつ持
続可能にす
る

SDGsとの関連及び取組状況の確認 １．あらゆる
場所であら
ゆる形態の
貧困に終止
符を打つ

２．飢餓に
終止符を打
ち、食料の
安定確保と
栄養状態の
改善を達成
するととも
に、持続可
能な農業を
推進する

３．あらゆる
年齢の全て
の人々の健
康的な生活
を確保し、
福祉を推進
する

自動車燃料
の二酸化炭
素排出量削
減

４．全ての
人々に包摂
的かつ公平
で質の高い
教育を提供
し、生涯学
習の機会を
促進する

５．ジェン
ダー平等を
達成し、全
ての女性と
女児のエン
パワーメント
を図る

９．強靱なイ
ンフラを整
備し、包摂
的で持続可
能な産業化
を推進する
とともに、技
術革新の拡
大を図る

１４．海洋と
海洋資源を
持続可能な
開発に向け
て保全し、
持続可能な
形で利用す
る

１２．持続可
能な消費と
生産のパ
ターンを確
保する

１３．気候変
動とその影
響に立ち向
かうため、
緊急対策を
取る

６．全ての人
に水と衛生
へのアクセ
スと持続可
能な管理を
確保する

７．全ての
人々に手頃
で信頼で
き、持続可
能かつ近代
的なエネル
ギーへのア
クセスを確
保する

廃棄
物排
出量
の削
減

一般廃棄物
（コピー用紙）
の削減

地球、世界
に影響を与
えている項
目

自社の環境取組とSDGsを照合し、現状を見える化しました。

地球、世界への影響が大きい取組 （5項目以上）

環境経営目標項目

１５．陸上生
態系の保
護、回復及
び持続可能
な利用の促
進、森林の
持続可能な
管理、砂漠
化への対
処、土地劣
化の阻止及
び逆転、並
びに生物多
様性損失の
阻止を図る

１６．持続可
能な開発に
向けて平和
で包摂的な
社会を推進
し、全ての
人に司法へ
のアクセス
を提供する
とともに、あ
らゆるレベ
ルにおいて
効果的で責
任ある包摂
的な制度を
構築する

17．持続可
能な開発に
向けて実施
手段を強化
し、グローバ
ル・パート
ナーシップ
を活性化す
る

実施事項

８．全ての人
のための持
続的、包摂
的かつ持続
可能な経済
成長、生産
的な完全雇
用及び働き
がいのある
人間らしい
仕事を推進
する

CO2
排出
量の
削減

電力の二酸
化炭素排出
量削減

3

5

5

水使用量の削減

産業廃棄物
（総量）の削
減

2

7

2
グリーン購入の推
進

社員のスキルアップ

エコ提案 11

エコアクション関連の取組状況

社会貢献活動

3

3

5 45 5 1
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次年度環境経営目標

○中・長期目的、目標（2023.4～2026.3)

Ⅰ.

Ⅱ.

Ⅲ.

Ⅳ.

Ⅴ.

Ⅵ.

※１．電力の二酸化炭素排出係数：0.569kg-CO2／kWh（四国電力、2023年度公表の調整後排出係数）

注）灯油及び液化石油ガスの使用量は極少量のため、管理対象外とします。

○短期目的、目標（2023.4～2024.3)

Ⅰ.

Ⅱ.

Ⅲ.

Ⅳ.

Ⅴ.

Ⅵ.

※評価欄にて「 ○：達成（100%以上）、△：概ね達成（90%以上）、×：未達成（90％未満）」

#DIV/0!

178.0

#DIV/0!

#DIV/0!

#DIV/0!

社会貢献活動

水使用量削減

エコ提案

#DIV/0!

#DIV/0!

0.135

一般廃棄物排出量削減

スキルアップ

削減率（％）

産業廃棄物排出量削減 （ｔ）

（件）

（件）

（m3）

（m3）

ガソリン使用量削減

産業廃棄物排出量削減 988.98 979.09

削減率（％）

6

水使用量削減

エコ提案

959.31

6

172.7

3％減

2023年度

0.136

（件） 5

（t）

2022年度

削減率（％） －

0.135

（t）

0.132

3％減

13,746.5

54,166.2

7,999.6

54,724.6

2％減

7,917.9

13,606.2

2025年度

2022.4～2023.3

目　　標 目　　標

2023.4～2024.3

2024年度

2024.4～2025.3

基準値 目　　標

2025.4～2026.3

廃棄物排出量削減

二酸化炭素排出量

削減

削減率（％）

ガソリン使用量削減

電力使用量削減　※１

軽油使用量削減 （L）

（kWh）

－ 1％減

176.2 174.4

－ 1％減 2％減

178.0

0.134

969.20

12

目標に達する割合
（％）

6

2023.4.1　～　2024.3.31

目　標 実績値

2023年度

12

評価

66（回）

6

12スキルアップ

社会貢献活動

電力使用量削減

6

（件） 12

削減率（％） －

173.20

1％減

削減

基準値

2022年度実績

2022.4～2023.3

二酸化炭素排出量

廃棄物排出量削減

（ｔ）一般廃棄物排出量削減

軽油使用量削減

削減率（％）

（kWh）

（L）

174.95（ｔ‐CO2）

（L）

14,027.0

8,162.8

－ 1％減

55,841.4

13,886.7

8,081.2

988.98 979.09

0.136

55,283.0

5 6

1％減－

176.2

0.0%

#DIV/0!

0.0%

0.0%

（回） 6 6

12 12

3％減

（ｔ‐CO2） 174.95 173.20 171.45 169.70

2％減

8,162.8 8,081.2

14,027.0 13,886.7

（L）

55,841.4 55,283.0

1％減

項　目

年　度

項　目

年　度

－　11　－



次年度環境経営計画

2023.4～2024.3
環境経営方針 2023年度目標 具体的取組手段 実施責任者

１．夏季エアコン28℃（開始時期を極力遅らす）
２．冬季エアコン20℃（開始時期を極力遅らす）
３．使用していない部屋の空調は停止する
４．年二回エアコン清掃
５．夜間・休日は、ＯＡ機器の主電源を切る

総務部長

軽油使用量の削減 １．急発進や急停止をしない

土木部長

基準年度（22年度）の
1％削減

２．適正な車両・建設機械の点検・整備
３．タイヤの空気圧を適正に保つ

23年度目標値 ４．無駄なアイドリングはやめる
軽油（L) ５．建設機械等の運転時は、過剰な負荷をかけないよう心掛ける

６．適切なエアコンの使用
７．過積載が行われないよう徹底管理する

CO2排出量の削減

１．極力用紙からＰＤＦに変更

総務部長

２．プレビュー徹底（プリントミス低減）
３．情報公開文書は裏紙を使用する基準年度（22年度）の

1％削減

23年度目標値

（t）

４．メール＆ファクスにて通達
５．両面、集約等の機能を活用した印刷及びコピーを徹底する

土木部長

２．マニフェストによる廃棄物の適正処理
３．支障なき箇所に再利用を行う
４．廃棄物の分別徹底と再資源化の推進
５．仮設資材等再利用の推進

６．使用済み封筒を再利用する
７．情報共有システム活用の推進
１．材料発注時に正確な数値で拾い出しをする

廃棄物排出量の削
減

基準年度（22年度）の
1％削減

23年度目標値

（t）

産業廃棄物（総量）の
削減

一般廃棄物（コピー用
紙）の削減

１．節水シールの貼付により啓発を行い、日常的な節水を励行する

総務部長
２．洗車等に使用するホースの先には、ストッパーを取り付ける
３．散水車に使用する水は、水路等から汲み上げる

水使用量の削減
23年度目標値

（m3）

23年度目標値

基準年度（22年度）の
1％削減

３．タイヤの空気圧を適正に保つ

ガソリン使用量の削減 １．急発進や急停止をしない

ガソリン（L) ５．適切なエアコンの使用
23年度目標値 ４．無駄なアイドリングはやめる

総務部長
（ｋWh)

23年度目標値

６．不要な荷物はおろす

７．クールビズ・ウォームビズの推奨

電気使用量の削減

基準年度（22年度）の
1％削減

６．使っていないコンセントは抜いておく

基準年度（22年度）の
1％削減

２．適正な車両・建設機械の点検・整備

１．環境配慮型建設機械の使用

土木部長
２．周辺環境に配慮した施工の実施
３．環境への負荷の少ない資材の提案
４．女性従事者等への配慮

総務部長
２．資格・免許の取得
３．CPDSの受講及びユニットの取得

５．その他安全衛生講習等の受講
４．技能講習・特別教育の受講及び資格の取得

１．CCUSへの登録推進（事業者・技能者）
（件）

（件）

社会貢献活動

社員のスキルアップ

エコ提案

基準年度（22年度）の
1件増加

23年度目標値
年12件のスキルアップ

年6回の活動
23年度目標値

土木部長
２．地域貢献活動を積極的に行う

（回）

１．徳島県ＯＵＲアドプト事業へ積極的に参加する
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◇環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規等は次のとおりです。 遵守評価日：2023/04/28

法規制等名称 遵守評価

○

○

○

○

○

○

指定副産物利用促進省令 ○

○

○

オフロード法 ○

フロン排出抑制法 ○

騒音規制法 ○

振動規制法 ○

道路交通法、道路法 ○

土砂等の埋立て等の規制 ○

徳島県環境基本条例 ○

徳島県生活環境保全条例 ○

徳島市火災予防条例 ○

徳島市環境基本条例 ○

環境関連法規等の遵守評価の結果、環境関連法規等は遵守されていました。
なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過去3年間ありませんでした。

適合証明等の確認

マニフェストの交付・5年間保存

管理票交付等状況報告書の提出

廃棄物処理法

委託先の許可確認

リサイクル法
発生抑制（施工方法、資材選択）

指定副産物に係る搬出量と再資源化施設への搬出量等計画の作成

建設リサイクル法
知事への届出書（工事着手日７日前まで）

知事（市町村長）へ7日前までに届出、作業敷地境界にて75db以下

積載基準の遵守

業務用・重機類等エアコンの簡易点検（3か月に1回以上）

知事（市町村長）へ7日前までに届出、作業敷地境界にて85db以下

土砂等の搬入の届出、土壌検査・水質検査等

条例に従う（第5条）

条例に従う（第6条）

条例に従う（第57条）（第96条）（第108条）

条例に従う（第28条）

　　 ６．環境関連法規等の遵守状況の確認及び

評価の結果並びに違反、訴訟の有無

発注者への計画等説明書と完了報告書の作成

再利用、再生利用、再資源化努力

手続き・遵守事項

委託契約の締結・5年間保存
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◇代表者による全体の評価と見直し・指示（総括）

・環境経営方針 変更の必要性　　　　　　　　□有り　　　　　■無し

・環境経営目標・経営計画 変更の必要性　　　　　　　　■有り　　　　　□無し

・実施体制 変更の必要性　　　　　　　　□有り　　　　　■無し

７．代表者による全体の評価と見直し・指示

・今年度を振り返ってみると、４月～６月にかけてのオミクロン株による新型コロナウィ
ルス感染拡大のピークアウトから人出も回復し、感染拡大の防止と社会経済活動の両立を
図る「withコロナ」への移行の下、経済活動が徐々に正常化へと向かって行った一年で
あった。環境経営活動計画のうち取組手段の実施成果等については概ね満足の行く結果で
あったが、環境経営目標に対する実績のところにおいては３項目について目標を達成する
ことが出来なかった。ＣＯ２排出量の目標に達する割合が８０％を切るような値になった
ことと、２年続けての未達成という結果であったこと。また、ここ数年の著しい環境変化
や数値の推移等から鑑みても、目標値について変更の必要性があると思われる。なお、未
達成の主たる要因は受注工事の施工内容と完成工事高の漸増によるものであるが、受注工
事の施工内容については想定等が出来ないので、今年度を新たな基準年度とした中期３カ
年計画に変更すること等による環境経営目標値の見直しを行い、次年度から活動すること
とする。今後もスパイラルアップの取組を念頭に置き、全社員一丸となって環境負荷の低
減に向けた取組を更に推進して行く。

株式会社　品山組

2023年05月27日

代表取締役　品山 昌美
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（1/10）

節電

・本社事務所の蛍光灯をＬＥＤに交換し、窓にはカーテンブラインドを使用する等日常の節電
　に努めています。

・節電ポスターや注意喚起シールを目に付きやすい所に貼り、節電に関する社員の意識向上を
　図っています。

エコドライブ

・エコドライブに関する知識を全社員に周知し、意識の向上を図っています。

８．環境経営活動の紹介

　ＬＥＤ化 遮熱ブラインド

節電啓発ポスター・注意喚起シール

｢エコドライブ１０のすすめ｣推進ポスター
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（2/10）

コピー用紙

・裏紙の再利用促進やペーパーレス化による用紙削減に努めています。

電子媒体による検査

・発注者と協議のうえ電子媒体による検査を実施し、検査書類のペーパーレス化を図りました。

電子検査の実施（中国四国農政局）

用紙削減啓発ポスター

裏紙の再利用（A4、A3）
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（3/10）

節水

・社屋の水廻りに注意喚起シールを貼り付け、節水に関する社員の意識向上を図っています。

ゴミの分別

・ゴミは分別して処分するようにしています。

注意喚起シール・啓発ポスター貼付
湯沸室

1Fトイレ

2Fトイレ

ゴミ分別促進ポスター（事務所）
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（4/10）

グリーン購入

・グリーン購入の推進に努めています。また、現場においても間伐材を利用した工事看板等を
　積極的に購入・使用し、森林環境の保全に寄与しました。

蛍光ペン

テプラＰＲＯテープカートリッジ

カウネット振替伝票

徳島県産の間伐材を利用した工事看板等（現場）

今年度新たに追加購入された品目（事務所）
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（5/10）

女性従事者等への配慮

・現場に女性が従事する場合は、女性専用のトイレ（快適トイレ）を設置してい
　ています。

　　　　　　　擬音装置、汚物入れ　　　　　　　　　　　 　除菌クリーナー

　　　　洗面台、化粧鏡、目隠しフェンス　　　　　　　　　女性専用トイレ

　　　　　 　二重ロック（暗証番号）　　　 　　　　　コートフック、荷物棚

　　　　　　　　　　化粧鏡　　　　　　　　　　　　　　LEDセンサーライト
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（6/10）

環境配慮型建設機械

・現場では周辺環境に配慮し、NOxを大幅に削減する次世代クリーンディーゼルエンジン（尿素
　SCRシステム）を搭載したものや超低騒音型の建設機械等を優先的に選定・使用しています。

燃費低減型機械の使用（リース）

オートアイドル機能付機械の使用（自社持ち）

環境対応型エンジン・燃費低減型機械の使用（自社持ち）
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（7/10）

緊急時訓練

・現場において油流出事故に対する緊急事態訓練を実施しました。

社会貢献活動

・当社では年6回のボランティア活動を行い、地域の環境保護に努めています。

徳島北環状線の美化活動（2022年12月）

徳島北環状線の美化活動（2022年5月）

緊急事態訓練の実施（2023年3月）
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（8/10）

社会貢献活動

・当社では年7回のボランティア活動を行い、地域の環境保護に努めています。

四国遍路道周辺の美化活動（2022年9月）

耕作放棄地の維持管理 徳島市応神町吉成（2022年6月）

小松海岸の美化活動（2022年11月）

ポンプ場のシルトフェンスとスクリーンを洗浄 徳島市応神町吉成（2022年9月）
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（9/10）

社会貢献活動

・当社では年7回のボランティア活動を行い、地域の環境保護に努めています。

市道道路脇の除草及び清掃を行い、幅員を復元 鳴門市大麻町（2022年10月）

地域住民からの要望で現場周辺の土水路を浚渫 鳴門市大麻町（2023年2月）
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（10/10）

社会貢献活動

・当社では徳島県防犯協会が推進している「こども１１０番」制度とタイアップし、本社及び
　作業現場において年少者に対する犯罪・非行事件等の未然防止及び情報提供等の活動を行う
　等、地域社会に貢献しています。

　  指定書  現場での活動（幟、看板設置）

本社での活動（看板設置）

社用車にステッカー貼付

－　24　－



エコアクション２１　環境経営レポート

住 所 ： 〒771-1154

徳島県徳島市応神町東貞方字西川淵22-3

Ｔ Ｅ Ｌ ： 088-641-0038

Ｆ Ａ Ｘ ： 088-641-0032

Ｅ － mail ： shinayama@tokushima.email.ne.jp
認証番号0012890


